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メタン発酵処理

はじめに
メタン発酵とは

肥料成分（窒素、リ
ン酸、カリ）を多く
含む

無酸素状態で微生物が
バイオマスを分解し、
バイオガス発生



環境に配慮した調達が求められる（世界）

SDGs: 2030年までに、世界のエネルギー
ミックスにおける 再生可能エネルギーの割
合を大幅に拡大させることが目標の一つ

パリ協定：世界の平均気温の上昇を工
業化以前よりも２℃以内に抑えるこ
と」等を 目標

グーグル 地図ルート検索でCO2排出量少ない選択肢を自動表示へ
(2021年10月7日米でスタート)



世界の再生可能エネルギーの導入状況

再生可能エネルギー
にシフト

図 世界全体の発電設備容量
(出所)IEA「World Energy Outlook」より資源エネルギー庁作成



日本の再生可能エネルギーの導入状況

バイオマス発電の伸びが
予測される



環境に配慮した調達が求められる（日本）
みどりの食料システム戦略（農水省）

→バイオガス発電の副
産物である消化液の活
用による地域資源循環
の取り組みの推進



液肥利用
15-20t/d

水処理
35-40t/d

液肥利用では小規模でも事業で成立



従来技術とその問題点

メタン発酵消化液

排水処理

メタン発酵処理

 エネルギー
 コスト

消化液排水処理は高コスト

液肥として利用
（N, P, Kが豊富）

ハンドリングが悪い



消化液で育った米が大嘗祭で奉納（2019）

出典：農林水産省食料産業局Facebook



これまでのメタン発酵残さ液の利用法

・ 肥料効果（Amari et al., 2008 等）

・ 植物寄生線虫抑制効果（Jothi et al., 2003）

・ 植物病原菌抑制効果

土耕栽培でトマト青枯れ病、レタス根腐れ病の発病軽減

水耕栽培でホウレンソウ苗立枯病の発病軽減（Amari et al., 2008）

培地上で数種植物病原菌の生育抑制（Tao et al., 2012 ）



細菌の単離〜対峙培養試験

牛ふん消化液の
細菌相

牛ふん消化液から
単離した細菌

単離菌との
対峙培養試験

各消化液中に病原菌の菌糸伸⻑を抑制する細菌が存在

新技術の特徴・従来技術との比較①

病原菌

消化液
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消化液の単離菌でホウレンソウの病気抑制
（特許申請）
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牛ふん消化液の施用効果（ホウレンソウ）
ハンドリングが良ければ…



新技術の特徴・従来技術との比較②

下水 し尿 牛ふん 豚ふん 生ごみ 混合対照

シュンギク炭疽病

コマツナ炭疽病

イネいもち病

苗立枯病

消化液は他の菌にも効果的？
病原菌
消化液



新技術の特徴・従来技術との比較③
ハンドリングの改善（特許申請）

ハンドリングが悪く、
農家に好まれない。

メタン発酵残さ液を固体に
保持させる。→まきやすい



固体に担持させても病気抑制できる

担持体
＋病原菌

病原菌
消化液

病原菌
のみ



イチゴ
農家圃場で



想定される用途
• 供試したホウレンソウ萎凋病の植物病原菌以外の

植物栽培試験での病原菌抑制効果が期待できる

• 農薬を抑えた作物栽培、安全な食品が得られ、
GAPなどの認証取得、農作物の高付加価値化



実用化に向けた課題
• どの土壌病害に病害抑制効果をもつか
• メタン発酵消化液の病気抑制効果の持続性の確認
• 適正な施用量の確認



企業への期待
• 農業や食品廃棄物の有機物をメタン発酵で再生可能エネ

ルギーとして活用する際、消化液の農業利用が鍵。消化
液農業利用の可能性を広げる。

• 固体に担持させた資材で単価の高い農産物栽培にもちい
、土壌を用いた植物栽培実験が必要。

• 農家と協力し、農家圃場での栽培などを展開する。
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